
 

 

 

 

□１、西郷隆盛ゆかりの地を訪れる。 

→何らかのつながりがあること 

 

□２、事の顚
てん

末
まつ

を包み隠さず話す。 

→物事の初めから終わりまでの詳しいいきさつ。 

 

□３、彼の顔を見るのも疎
うと

ましい。 

→いやで遠ざけたい 

 

□４、盆栽を愛
め

でる祖父の顔が忘れられない。 

→愛して大切する 

 

□５、空々
そらぞら

しい言い訳は通用しない。 

→うそであることが見えすいている様子 

 

□６、あのきつい物言いは改善が必要だ。 

→ものの言い方 

 

□７、彼女の意見にも一理ある。 

→一つの、それなりの理由・道理がある 

 

□８、人の人たる所以
ゆ え ん

は、考えるということにある。 

→根拠・理由 

 



 

□９、常軌
じょうき

を逸
いっ

した言葉を吐いてしまった。 

→常識では考えられない 

 

□10、機会が来るまで、鳴
な

りを潜
ひそ

めてじっと待つ。 

→活動をしないでじっとしている 

 

□11、上京したときのカルチャーショックが忘れられない。 

→文化や考え方などの違いによって受ける精神的な衝撃 

 

□12、しめやかに葬儀が執
と

り行われる。 

→悲しみにつつまれて、沈んでいる様子 

 

□13、鳴り物入りで入団した選手。 

→大げさに騒ぎ立てて宣伝すること 

 

□14、この問題は氷山の一角にすぎない。 

→根深い物事のほんの一部分であること 

 

□15、彼とは考えのベクトルが違うようだ。 

→向き・方向性 

 

□16、両者の技量の巧拙
こうせつ

は明確だ。 

→上手なことと下手なこと 

 

 

 

 


